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 ■ 地震防災フォーラム 2023 開催報告                          

2024 年 1 月 24 日，地震防災フォーラム 2023 をキャ

ンパスプラザ京都＋zoom のハイブリッド方式にて開催

いたしました．東京大学の楠浩一教授，国際協力機構の

横井俊明博士をお招きし，「2023 年トルコ・シリア地震

の被害と国際支援 巨大内陸地震で何が起きたのか」と

いうテーマで，最先端の研究成果をご紹介いただきまし

た．また，関西地震観測研究協議会の取り組みの現状に

ついて事務局から報告するとともに，令和 6 年能登半島

地震の発生を受け，京都大学の浅野公之准教授，東京大

学の楠浩一教授から，速報を発表していただきました． 

 

トルコ・シリア地震災害調査～その概要と学び～ 

*楠 浩一 教授（東京大学） 

 

東京大学地震研究所の楠教授からは、『トルコ・シリア

地震被害調査～その概要と学び～』についてご報告があ

った．文科省・３学会合同（日本建築学会・土木学会・

地盤工学会）による調査団が派遣されており，その人数

は日本側 27 名、トルコ側 22 名という非常に大きな調査

団であることが特徴である．調査範囲も非常に広く，従

来の被害調査では RC 造，組積造だけの場合が多いが，

それだけでなく，免震構造や鋼構造なども実施されてい

る．調査範囲は、北は Malatya から南は Antakya まで約

400～450km であった．AFAD による強震動観測では，

多数の記録が観測され，震度 6 強以上となる大きな地震

動が観測されている．強震動観測点付近の倒壊率の調査

では倒壊率が 10～54%というとても高い数字であった．

被害調査は多岐にわたり，地表断層の確認，倒壊率調査，

病院免震構造（転がり免震），プレキャスト RC 造工場，

地盤災害，液状化，組積造建物，RC 造建物（パンケーキ

破壊，過密配筋など），トルコと日本の被災度区分判定手

法の比較，建物の詳細調査（解析モデルを作れるように），

建物被害と事業継続性，基準・復興について，多彩な被

害状況や調査状況の紹介があった．今後も継続して，調

査・研究を実施予定であり，建物の詳細解析などはトル

コ側と共同で実施予定であること，今回の被害調査の報

告書については 2 月を目標に出版予定であることが紹介

された．（ニュージェック 羽田浩二 記） 

 

JICA のトルコ地震防災支援～過去の支援と今後の展望～ 

*横井俊明 博士（国際協力機構：JICA） 

 

 NEWSLETTER Vol. 54 
FEBRUARY 2024 



 2 / 3 

 

国際協力機構の横井俊明博士からは，トルコにおける

地震防災支援の歴史と 2023 年カフラマンマラシュ地震

（トルコ・シリア地震）後の取り組みが紹介された．ト

ルコは 1960 年代に日本で始まった国際地震工学研修に

多くの研修生を派遣してきた国で，その研修の修了生や

日本の大学への留学生が活躍している国である．その人

的ネットワークにより，1993 年に始まった「トルコ共和

国地震防災研究センタープロジェクト」と，2010 年に始

まった「地震観測能力強化プロジェクト」という２つの

JICA プロジェクトで大きな成果をあげている．特に強震

観測網の整備は目覚ましく，先進国並みの高密度・デジ

タル観測網が構築され，近年発生した被害地震では貴重

な観測記録が取られている．また，日本をはじめとした

外国からの支援に加え，トルコ独自のプロジェクトが複

数立ち上げられて，観測網の発展や防災機関の拡充が行

われていることの重要性も強調された．防災対策におい

ては，被災データのデジタル化・共有化などにおいて，

すでに日本よりも優れた取り組みが多数なされているこ

とも紹介された．このようにトルコの地震防災は高いレ

ベルに到達しており，今後は人的交流，情報交換，人材

育成といった面での継続的な取り組みが求められるとい

うまとめがなされた．（関西大学 林 能成 記） 

 

 

 

 

◆地震防災フォーラム 2023◆ 

2023 年トルコ・シリア地震の被害と国際支援 巨大内陸

地震で何が起きたのか 

日時：2024 年 1 月 24 日（水）14 時～17 時 

場所：キャンパスプラザ京都第 3 講義室＋zoom 

主催：関西地震観測研究協議会（関震協） 

協賛：(公社)土木学会関西支部 / (公社)地盤工学会関西

支部 / (公社)日本地震学会 / (公社)日本地震工学会 / 

(一社)建設コンサルタンツ協会近畿支部 / (一社)日本建

築学会近畿支部 / 関西ライフライン研究会 / 特定非営

利活動法人リアルタイム地震・防災情報利用協議会 

後援：(一社)日本建築構造技術者協会関西支部 

参加者：82 名 

 

プログラム：[司会 後藤浩之（京都大学）] 

開会挨拶 *岩田知孝（京都大学） 

関震協の取り組みの現状 *事務局 

令和 6 年能登半島地震（速報） *浅野公之（京都大学） 

*楠 浩一（東京大学） 

トルコ・シリア地震災害調査 

～その概要と学び～ 

*楠 浩一（東京大学） 

JICA のトルコ地震防災支援 

～過去の支援と今後の展望～ 

*横井俊明（国際協力機構） 

閉会挨拶 *上林宏敏（京都大学） 

 

地震防災フォーラム 2023 特設ウェブページ 

http://ceorka.sakura.ne.jp/information/20240124/index.html 

 

 ■ 観測記録の収集状況           

2023 年 11 月 1 日－2024 年 1 月 31 日の期間に関震協で

収集された地震記録について，記録イベント数と震源分

布を以下に示します． 

◎記録イベント数：１２３ 

＜最大速度記録＞ 

記録日時 2024/01/01, 16:11（令和 6 年能登半島地震） 

最大速度 5.43 cm/s 最大計測震度 3.4 

震源時刻 2024/01/01, 16:10:22.57 

震央北緯 37.496 度，震央東経 137.270 度 

震源深さ 15.9 km，Mj 7.6 

※ 震源情報は気象庁一元化震源処理の震源要素 

http://ceorka.sakura.ne.jp/information/20240124/index.html
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 ■ 会員動向                 

2023 年 11 月～2024 年 2 月の会員動向はありません． 

 

 ■ 関震協ホームページの更新状況    

関震協ホームページ： http://www.ceorka.org/ 

➢ 2024 年 1 月 22 日 「地震防災フォーラム 2023」

の特設ページを更新しました。 

➢ 2024 年 1 月 22 日 2024 年 1 月 16 日と 17 日に豊

中市立新田小学校で実施した出前授業に関する報

告を掲載しました。 

➢ 2024 年 1 月 16 日 「地震防災フォーラム 2023」

のプログラムに「令和 6 年能登半島地震（速報）」

を追加しました。 

➢ 2024 年 1 月 13 日 「地震防災フォーラム 2023」

で 令和 6 年能登半島地震 に関する速報を併せて

行います。 

➢ 2024 年 1 月 1 日 「主要な記録」に，令和 6 年能

登半島地震（Mj7.6）に関する観測情報を掲載しま

した。 

 

～ニューズレターへの寄稿のお願い～ 

会員各位からの，近況，活動報告，研究報告等，ご寄稿をお願

いします．寄稿は随時受け付けております．800字程度以下で，

事務局あてにお送りください．本文とともに，タイトルと執筆

者情報（氏名，ご所属など）を合わせてお送り願います． 

 

関西地震観測研究協議会 広報分科会 
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関西地震観測研究協議会 事務局 

大阪市中央区大手前 2-1-2 国民会館大阪城ビル 6 階 

一般財団法人 GRI 財団 内 

電話 06-6941-8800 / FAX 06-6941-8882 

E-mail ceo-info@geor.or.jp 

Web http://www.ceorka.org/ 
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